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鉄系高温超伝導体は、銅酸化物系に次ぐ高い超伝導転移温度を持つため、液体ヘリウムを冷却

に必須としない中温度（10-30 K）での冷凍機冷却等による応用が期待されている。とくに電磁的

異方性が低く、結晶粒界の素質にも優れることから、送電線や強力磁石、デバイス等として有望

である[1]。最近我々は、鉄板やはりがねなど、ありふれた鉄基素材の表面に蒸気コーティングを施

すことで、約 35ケルビンの高い転移温度を有する鉄系高温超伝導材料を得る手法を開発すること

に成功した[2]。鉄系高温超伝導体の一種である Ba122（BaFe2As2）層を表面に有する鉄基複合材料

は気相拡散法により得た。不活性雰囲気下で鉄基材と Ba, As蒸気源とを分離して反応容器内に配

置した後、500-900℃で熱処理を行った。Fig. 1に鉄基材であ

る純鉄はりがね(a)、及び第一熱処理後(b)、第二熱処理後(c)

のワイヤー状試料の例を示す。As 蒸気下での第一熱処理に

より金属光沢を示す Fe-As系前駆体層がコーティングされ、

Ba蒸気下での第二熱処理後には黒色の Ba122層がコーティ

ングされていることが確認できる。 

本研究では第一熱処理時の鉄基材に対するAsの拡散過程

と組織形成過程を評価することを目的とし、鉄基材として

純鉄はりがねを用いて、種々の温度で気相拡散法により Fe-

As系鉄基複合材料を作製した。As蒸気の拡散により得られ

た反応生成層に対して、XRD により相分析、SEM・EDXに

より微細組織、化学組成の評価を行った。As 蒸気雰囲気下

において 700℃で熱処理した試料の断面反射電子像を Fig.2

に示す。鉄基材の表面に最大 130 ㎛程度の反応層が生成し

ており、EDX分析から Fe2As相であることがわかった。 
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Fig.2 Crosssectional back scattered 

electron image of the sample heated 

at 700℃. 

Fig.1 Photographs of the samples: 

(a) a starting iron wire before 

heating, (b) a wire coated with 

precursor layer after the first 

heating, (c) a wire coated with 

Ba122 layer after the second 

heating. 
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